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さまざまな違いを内包した広大な領域をどのように統治し、コントロー
ルしていけば安定するのか？　その問題に取り組んだ漢では、長期の
統治を可能にする仕組みの完成に向けて試行錯誤が続けられ、そのな
かで大きな役割を担ったのが「印綬」であった。

印章と綬(組みひも)を組み合わせて授けることで特有の支配構造をか
たち作った印綬制度。その変化を見ていくことで、次第に完成に近づい
ていく漢の統治機構の成立過程を解き明かす。

近年の世界史教科書記述の背景がわかり、世界史知識のアップデート
におすすめ。金印ファン、三国志ファンにもぜひ手に取ってほしい1冊。

始皇帝による統一後、約15年で瓦解した秦の統治。その後の漢は約400年続く統治に成功し、周辺国をも従えて繁栄した。
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　　　　はじめに
序　章　印綬とは何か
第一章　印綬の機能
第二章　印綬制度の構成
第三章　印綬からみた前漢末～後漢時代の支配機構の構造
第四章　諸侯王印の変化と諸侯王の地位の変遷
第五章　印綬と漢王朝の世界観
　　　　おわりに

はじめて中華世界の長期支配に成功した
漢の統治機構を支えたのは
小さな 章と色とりどりの （組みひも）であった。
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天下秩序
漢の統治と世界観
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